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本
部
規
約
改
正
委
員
会
の
報
告

に
関
連
し
て
、
つ
ぎ
の
三
点
を
質
問

し
ま
し
た
。 

（
１
）
、
中
国
帰
国
者
の
会
員
は
、
会

費
が
月
額
五
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
準
会
員
（
新
聞
購
読
の
み
）
の

月
額
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。 

（
２
）
、
中
国
帰
国
者
と
は
、
ど
の
範

囲
ま
で
を
い
う
の
か
。
（
二
・
三
世
及

び
配
偶
者
を
含
む
の
か
） 

（
３
）
、
外
国
人
の
大
会
参
加
に
つ
い

て
は
「
こ
れ
ま
で
通
り
会
員
に
限
る

と
確
認
し
た
」
と
な
っ
て
い
る
が
「
中

国
残
留
孤
児
の
配
偶
者
」
の
多
く
は

中
国
籍
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

例
外
的
に
こ
の
人
々
の
参
加
を
検

討
で
き
な
い
か
。 

（
１
）
、
（
２
）
に
つ
い
て
本
部
か
ら
後

日
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

中
国
帰
国
者
は
、
財
政
的
な
配
慮

る
こ
と
に
困
難
を
感
じ
て
い
る
が
、

ど
う
克
服
し
た
か
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。 

一
つ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
「
開
拓
者
た

ち
」
の
「
子
供
を
抱
え
て
激
流
の
川

を
渡
る
シ
ー
ン
」
（
私
が
小
さ
い
時
か

ら
母
に
聞
か
さ
れ
て
い
た
場
面
）
を

見
て
「
な
ぜ
『
孤
児
』
（私
た
ち
）
が
生

ま
れ
た
の
か
、
そ
の
歴
史
を
再
確
認

し
た
こ
と
。
二
つ
目
は
私
た
ち
（
孤

児
）
を
人
生
の
伴
侶
と
し
て
選
び
苦

労
を
共
に
し
た
人
々
で
、
私
た
ち
に

と
っ
て
は
、
養
父
母
と
同
様
に
大
恩

人
で
あ
る
」
と
「孤
児
」本
人
か
ら
聞

か
さ
れ
た
こ
と
。 

最
後
に
私
は
、
県
内
目
標
三
〇

〇
〇
筆
を
達
成
す
る
た
め
に
奮
闘

す
る
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

弁
護
士
は
、
事
務
所
の
職
員
・
家
族

お
よ
び
各
種
集
会
で
訴
え
約
１
０
０

筆
を
集
め
ま
し
た
。 

岡
南
人
権
研
究
会
で
は
、
会
員

の
保
・
幼
・
小
・
中
の
職
場
で
約
２
８

０
筆
を
、
総
社
の
日
本
語
教
室
で

は
、
講
師
を
中
心
に
約
５
０
０
筆
、

多
く
の
人
々
の
力
で
、
約
２
０
０
０

筆
集
ま
り
ま
し
た
。 

日
中
本
部
の
チ
ラ
シ
に
呼
応
し

て 

 

日
中
本
部
か
ら
同
封
の
チ
ラ
シ
が

と
ど
き
ま
し
た
。
全
国
的
な
取
り

組
み
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
中
岡

山
・
倉
敷
支
部
も
こ
れ
に
呼
応
し

て
、
生
活
保
護
攻
撃
の
影
響
が
感

じ
ら
れ
る
な
か
、
目
標
の
３
０
０
０

筆
を
９
月
２９
日
の
日
中
国
交
回
復

４０
周
年
ま
で
に
達
成
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

「
中
国
『
残
留
孤
児
』
の
配
偶
者

の
生
活
支
援
を
求
め
る
請
願
署
名
」

に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。 

ま
ず
、
本
部
に
対
し
て
、
５
月
１５
日

付
け
の
通
達
（
署
名
目
標
は
会
員
・

準
会
員
一
人
で
１０
筆
と
し
、
日
中

全
体
で
十
万
筆
）に
基
づ
く
各
組
織

へ
の
要
請
数
の
徹
底
を
求
め
ま
し

た
。
（
全
体
会
で
大
会
担
当
役
員
か

ら
、
全
国
組
織
で
あ
る
日
中
に
対

す
る
期
待
が
高
い
、
ぜ
ひ
達
成
し
た

い
と
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。
） 

岡
山
支
部
の
役
員
を
中
心
と
し

た
取
り
組
み
（
町
内
会
を
回
る
。
各

種
集
会
で
訴
え
る
。
各
団
体
へ
の
要

請
な
ど
。
）
を
紹
介
し
ま
し
た
。
と

く
に
私
自
身
が
「
生
活
保
護
な
ど

社
会
保
障
制
度
へ
の
攻
撃
」
が
強
い

現
状
で
、
署
名
運
動
の
輪
を
広
げ

は
じ
め
に 

中
国
『
残
留
孤
児
』
の
配
偶
者
の

生
活
支
援
を
求
め
る
請
願
署
名

は
、
中
国
帰
国
者
、
日
中
岡
山
、
倉

敷
支
部
の
役
員
、
日
本
語
教
室
の

講
師
、
弁
護
士
を
中
心
に
六
月
か

ら
七
月
中
旬
に
か
け
て
精
力
的
に

取
り
組
ま
れ
、
７
月
２０
日
現
在
で

約
２
０
０
０
筆
集
め
ま
し
た
。 

足
を
運
ん
で
意
義
を
訴
え 

 

こ
の
間
の
取
り
組
み
は
、
労
働
組

合
な
ど
を
通
し
て
組
織
的
に
集
め

た
の
で
な
く
、
個
々
人
が
足
を
運
ん

で
意
義
を
訴
え
て
集
め
た
の
が
特

徴
で
す
。
た
と
え
ば
、
日
中
岡
山
監

査
の
井
上
さ
ん
は
、
町
内
を
回
っ
た

り
、
買
い
物
先
で
、
各
種
の
あ
つ
ま

り
、
さ
ら
に
七
月
七
日
の
「
盧
溝
橋

事
件
」
の
街
頭
宣
伝
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
し
て
訴
え
、
約
１
５
０

筆
を
集
め
ま
し
た
。 

日
中
岡
山
・
倉
敷
支
部
の
ほ
か
の

役
員
も
井
上
さ
ん
に
続
け
と
一
人

約
２０
筆
を
集
め
ま
し
た
、 

中
国
帰
国
者
の
人
々
は
、
自
分

た
ち
の
切
実
な
要
求
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
、
家
族
、
親
せ
き
及
び
友

人
・
知
人
に
説
明
し
、
約
５
０
０
筆

を
集
約
し
ま
し
た
。 

が
必
要
な
特
別
会
員
（
新
聞
購
読

を
含
め
月
額
五
〇
〇
円
）
と
し
、
準

会
員
（
新
聞
購
読
の
み
）
は
当
面
考

え
て
い
な
い
。
ま
た
、
中
国
帰
国
者

と
は
「
孤
児
」
本
人
に
限
定
し
て
い

る
わ
け
で
な
く
、
県
連
・
支
部
の
判

断
に
ま
か
せ
て
い
る
。
（
３
）
は
、
検

討
し
て
み
る
が
、
難
し
い
と
思
う
。 

第
６１
回
全
国
大
会 

参
加
報
告 

 
岡
山
支
部
事
務
局
長 

小
林
軍
治 

日
本
中
国
友
好
協
会
第
６１
回
全
国
大
会
の
二
日
目
は
、
午
前
中

は
分
散
会
、
午
後
か
ら
全
体
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

全
体
の
報
告
は
、
本
部
発
行
の
日
中
友
好
新
聞
（
前
号
）
に
詳
細

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
省
略
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
第
一
分
散
会
で

の
私
の
発
言
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。 

中
国
帰
国
者
と
は
、
ど
の
範
囲
を
い
う
の
か 

倉敷支部の宮地、岡山支部の小林の両事務局長 

「
配
偶
者
」
支
援
を
や
り
遂
げ
よ
う 

日
中
友
好
運
動
を
若
い
世
代
へ
引
き
継
ご
う
！ 

大
会
参
加
者
の
内
訳
は
、
次
の

通
り
で
す
。 

平
均
年
齢
は
、
６７
，
９
歳
で
、
最

高
齢
が
９２
歳
、
最
年
少
が
２１
歳
で

す
。
ま
た
、
６０
代
（
９５
人
）
、
７０
代

（
９６
人
）
で
全
体
の
７５
，
８
％
、
４０

代
以
下
が
２０
人
で
す
。
こ
う
し
た

現
状
か
ら
、
日
中
友
好
運
動
（
日
中

不
再
戦
は
憲
法
９
条
を
生
か
す
道
）

を
、
若
い
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の

努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

９
月
８
日
（
土
）
・
９
日
（
日
）
に
東

京
で
開
催
さ
れ
る
「
全
国
青
年
交

流
会
」
を
、
成
功
さ
せ
る
た
め
に
も

岡
山
か
ら
ぜ
ひ
代
表
を
送
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

会
員
の
み
な
さ
ん
、
代
表
派
遣

カ
ン
パ
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

「
配
偶
者
」
の
生
活
支
援
を
求
め
る
署
名 

─

約
二
〇
〇
〇
筆
集
ま
る─

 

街頭で署名を訴える井上さん 

2262 

 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

８
月
１
（水
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

小林 

竹内和 

三垣 

上
海
も
広
州
も
移
動
は
バ
ス
で
し

た
。
道
路
は
広
く
片
側
だ
け
で
４
車

線
あ
り
、
両
側
に
は
、
広
―
い
植
栽
ス

ペ
ー
ス
が
切
れ
目
な
く
続
い
て
い
ま

す
。
市
街
地
に
は
、
木
陰
や
ベ
ン
チ
も

あ
る
広
い
公
園
も
あ
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
、
太
極
拳
を
し
て
い
る

人
た
ち
の
姿
は
、
見
か
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
立
体
交
差
の
道
路
の
上
段
か
ら

は
あ
ち
こ
ち
で
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の

よ
う
な
花
も
群
生
し
て
い
ま
し
た
。 

岡
山
の
よ
う
に
、
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る

時
だ
け
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
し
て
、

後
は
草
ボ
ー
ボ
ー
の
道
路
と
は
ち
が

い
ま
し
た
。
で
も
、
歩
い
て
い
て
目
に
つ

い
た
の
は
サ
ル
ビ
ア
や
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
・
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
よ
う
な
１
年
草
が

主
で
、
よ
く
見
る
と
プ
ラ
ン
タ
ー
や
ビ

ニ
ー
ル
ポ
ッ
ト
の
ま
ま
ポ
ン
ポ
ン
と
置
い

て
あ
る
だ
け
の
所
も
あ
る
の
で
す
。 

か
な
り
の
予
算
を
投
入
し
て
植
栽

を
維
持
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
け
ど
、
中

国
の
大
地
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。
広
州
は
沖
縄
の
最
南
端
よ
り

も
っ
と
南
の
エ
リ
ア
に
な
り
、
さ
す
が

に
南
国
で
す
。
道
の
両
側
に
は
マ
ン
ゴ

ー
の
木
が
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
て
い

毎
年
恒
例
の
平
和
の
吹
流
し
を
表
町
商
店
街
さ
ん
か
く
岡

山
（
太
極
拳
講
習
会
会
場
）
の
前
に
飾
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

昨
年
と
今
年
は
、
過
去
に
作
っ
て
保
存
し
て
い
た
折
鶴
で
飾
り

方
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
求
め
、
飾
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
は
吹
流
し
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
て
、
カ
ー
テ
ン

状
に
し
ま
し
た
。
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
見
る
角
度
に
よ
っ
て
波

模
様
が
変
化
し
ま
す
。
大
成
功
！
（自
画
自
賛
）。 

 

 

竹
内
理
事
長
直
筆
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
栄
え
て
い
ま
す
。
７
月
20

日
（
金
）
ま
で
、
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
中
華
料
理
の
廣
珍
軒
の
前

あ
た
り
で
す
。 

 

今
回
の
折
鶴
で
在
庫
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
来
年
は
新
し
い
折

鶴
を
加
え
て
、
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
普
通
の
折
紙
で
折

っ
た
鶴
で
す
の
で
、
今
か
ら
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 市

販
の
折
紙
の
金
・
銀
・
白
の
三
色
以
外
の
色
紙
で
鶴
を
折
っ

て
く
だ
さ
い
。
折
れ
た
鶴
は
、
岡
山
支
部
の
理
事
に
お
渡
し
く
だ

さ
い
。
理
事
の
皆
さ
ん
、
鶴
の
回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。  

 
 

 
 

 

太
極
拳
講
習
会
担
当
理
事 

青
木
正
美 

 

今年は、オーロラカーテンだ！ 

●
第
一
回
理
事
会
で
次
の
こ
と
を

決
め
ま
し
た 

①
理
事
の
役
割
分
担 

 

・
組
織
・
会
計 

（
宮
地
）
・
文
化
講

演
会
・
映
画
係
（
栗
本
、
山
川
、
太

漏
）
・
通
信
係
（
大
本
）
旅
行
係
（
片

岡
、
福
田
）
・
帰
国
者
支
援
・
日
本

語
教
室
（山
縣
） 

②
今
年
度
取
り
組
む
新
た
な
活

動 

・
中
国
語
講
座
、 

・
戦
争
と
平

和
展
の
開
催
、
・日
帰
り
親
睦
旅
行 

 

・
「
ア
カ
シ
ア
の
花
」
の
出
版
記
念
の

集
い 

③
次
回
理
事
会
８
月
１４
日
（火
） 

 

〈日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
は
、

総
会
後
初
め
て
の
理
事
会
（
第
一

回
）を
７
月
７
日
（
土
）倉
敷
労
働
会

館
で
開
き
ま
し
た
。
〉 

理
事
会
に
先
立
ち
１１
時
か
ら
１

時
間
倉
敷
駅
前
で
「
も
う
ひ
と
つ
の

七
夕
」
の
チ
ラ
シ
を
配
り
、
マ
イ
ク
で

市
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

第
一
回
理
事
会
で
は
ま
ず 

●
総
会
の
感
想
を
出
し
合
い
ま
し

た
。
出
さ
れ
た
意
見
は 

①
事
務
局

体
制
が
弱
い
の
で
総
会
の
運
営
に
支

障
を
来
た
し
た 

②
理
事
長
の
基

調
報
告
は
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

な
ど 

ま
し
た
。
自
由
に
採
っ
て
も
良
い
そ

う
で
す
が
、
ま
だ
青
く
小
さ
く
て
残

念
！ も

う
一
つ
残
念
だ
っ
た
の
は
、
「食

は
広
州
に
あ
り
」
と
言
わ
れ
る
く
ら

い
に
、
食
材
も
豊
富
で
お
い
し
か
っ

た
の
に
、
農
場
や
家
庭
菜
園
も
含

め
て
野
菜
や
家
畜
な
ど
の
、
の
ど
か

な
風
景
は
見
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
観
光
バ
ス
や
乗
用
車
が
走
っ

て
い
る
道
を
、
古
い
自
転
車
に
リ
ヤ

カ
ー
を
つ
け
て
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
野
菜

を
い
っ
ぱ
い
積
ん
で
押
し
て
い
る
人

も
い
る
の
に
で
す
。 

次
に
中
国
に
行
く
時
は
、
長
い
歴

史
や
文
化
を
守
っ
て
き
た
中
国
の

人
た
ち
の
日
常
の
生
活
が
感
じ
ら

れ
る
場
所
に
も
行
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。  

 
 

 
 

 
 

つ
づ
く 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？  

竹内和夫 

語尾について（１） 

A： ずっとまえに国文法（学校文法）との対決

で、「書カセラレマシタ」を１語とするか５

語とするか、という例を出されましたが、

もう少し具体的に言うと？ 

B： 啄木式ローマ字で書くと kakaseraremasitaとなる。ただ

し、かれは siを shiと書くこともある。５単語で書くとす

れば、kaka se rare masi taとなるのかな。 

C： 学校文法では kaka＝カクの未然形。se＝使役の助動詞で

セルの未然形、rare＝受身・尊敬・自発・可能の助動詞で

ラレルの未然形、masi＝丁寧の助動詞でマスの連用形、ta

＝過去・完了の助動詞でタの終止形であります。わかっ

た？高校入試などで出題されるから、おぼえたけど、なん

のことか、さっぱりだったな。未然て、どういうこと？ 

《現にしゃべっている母語の文法を、暗記させる、なんという

不合理ではありませんか》《国文法の用語としての「助動詞」

は早くも明治１０年（1877）の春山弟彦『小学科用日本文典』

などに見えるが、オランダ語・イギリス語文典からの翻訳であ

る。山田孝
ヨシ

雄『日本文法論』（明治 41年、1908）では「複語尾」

と名づけられ（=複雑な語尾）単語ではなかった。まだ学説に

はいろいろある》 

A： そうか。学校文法にも、いろいろな見方があったんだ。  

いまも？ 《そうだ》 

B： すると、活用語尾（書いた、書いて、書けば）など、と（書

かせられました）の下線のような語尾はちがうんですか？ 

C： （書く）と（書かせる）、（書く）と（書かれる）、（書く）

と（書きます）の関係は、それぞれ別の動詞のように使え

るし、再活用するといってもいい新しい形じゃないか？ 

《そうそう》                                                                

                     つづく 
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